
〇朝暘第三小学校
学童疎開の縁で結ばれた姉妹校
江戸川区立鹿本小と今も交流を
続けています。校地に疎開学童
の碑があります。「百年のあゆみ」

〇鶴岡駅
多くの出征兵士、満州開拓団員が
万歳の声とともに送り出されました
学童疎開の子が降り立ちました。

〇鶴岡市役所
学童疎開の碑　平成6年
学童疎開50周年の年に
記念碑が建てられました。

〇鶴岡第二中学校
広島市から寄贈された「被爆アオギリ二世」
(広島修学旅行十周年記念樹)が、植樹され
ています。
正門脇、駐車スペースの外側にあるので、
車の出入りに注意して見学してください。

〇報国農場
昭和16年4月から、朝暘国民学校
では赤川河畔の荒地の開墾を行
い報国農場と名づけました。
秋には大豆、小豆、じゃがいも、
大根などが収穫できました。
「鶴岡市史　中巻」

〇建物疎開　昭和20年7月・8月
空襲に備えて、二度に渡って、
内川端の建物1225戸を取り壊
して、防火空地を作りました。
「図説　鶴岡のあゆみ」

江戸川区の
学童疎開受入校

〇旧市営グラウンド　
若葉町にあった、旧鶴岡市営グラウ
ンドが、食糧増産のため農園となり、
小・中・高校生が動員されました。
「山形新聞　昭和19年2月21日」

〇大宝館　昭和20年8月ごろ
空襲の目標にならないように
白壁がコールタールで黒塗り
にされました。「鶴岡市立図書
館創立40周年記念誌」

江戸川区の疎開児童の宿舎
〇鶴岡地区　
　22旅館　8寺院
昭和20年は鶴岡市の中心部だけで
891人が滞在しました。

戦争と平和を学ぶマップ
　　～鶴岡地区～
　　　　　令和５年度版

386人が、朝暘第一～
第五国民学校(小学校)
に分散し、一部の教室
を借りて学習しました。

鶴岡にも空襲の危険が迫ると
昭和20年7月朝暘第一～第五
国民学校児童の集団疎開を決
めました。
また市内疎開児童の内431人の
郊外への再疎開を決めました。

〇鶴岡市立図書館　
昭和20年8月1日、約2200冊
の蔵書を上田沢地区の民家
に疎開しました。
「図説　鶴岡のあゆみ」

〇防空監視哨
昭和15年防空体制の確立の
ため、第五国民学校屋上など
市内に９箇所の防護監視哨が
置かれました。
「鶴岡市史　中巻」

国土地理院

かんししょう





〇横綱羽黒山と松根油採り
昭和20年、横綱羽黒山をはじめ
とする立浪部屋の力士たちが、
羽黒の宿坊に疎開して松根油を
採る作業に当たりました。
〇作業には鶴岡工業学校(現鶴
岡工業高)、庄内農学校(現庄内
農業高)などの生徒も動員されま
した。
「鶴岡市史　中巻」「鶴岡のあゆ
み」「庄内農学校47年史」

〇松根油の採取
松根油採取等のために
大鳥居から手向の集落
までの松林が、伐採され
たそうです。
「羽黒町史年表」

〇青い目の人形　
昭和2年にアメリカの子どもたち
から贈られた青い目の人形は、
敵国の人形として攻撃されまし
たが、旧羽黒一小で大切に守ら
れ、今は羽黒小の子どもたちに
受け継がれています。
「青い目の人形のお話」「羽黒町史」

松根油　太平洋戦争末期に
石油が乏しくなった日本は、
飛行機の燃料として、松根油
を利用しようとしました。

福島県矢吹町大池公園

横綱羽黒山

戦争と平和を学ぶマップ
　　～羽黒地区～
　　　　令和５年度版

鶴岡市の児童の学童疎開
昭和20年7月、空襲の危険が
予想される中で、朝暘第二小
の児童147人が、羽黒地区に
集団疎開をしました。
「鶴岡市史　中巻」

横綱　羽黒山が宿泊した宿坊の
宮田坊に詳しく展示されています

羽黒小 宮田坊大鳥居

国土地理院

メアリー・キャロラインちゃん

しょうこんゆ

しょうこんゆ

岐阜県　垂井町教育委員会

昭和18年2月19日　毎日新聞

各中等学校(現在の中学・高校にあたる)の主な勤労動員先
〇鶴岡中学校(現鶴岡南高校)
　中島飛行機会社太田工場(群馬県)
〇鶴岡工業学校(現鶴岡工業高校)
　学校を工場にして、飛行機の部品を生産
〇庄内農学校(現庄内農業高校)
　食糧増産のため、学徒援農隊として北海道に渡る
〇鶴岡高等女学校(現鶴岡北高校)
　横須賀の海軍航空技術廠(しょう)(神奈川県)
〇鶴岡裁縫学校(後の鶴岡家政高校、現鶴岡中央高校)
　鶴岡航空工業株式会社
「鶴岡のあゆみ」

撮影:山形県立博物館



戦争と平和を学ぶマップ
～温海・朝日・櫛引地区～
　　　令和５年度版

江戸川区の学童疎開受入先
〇温海・朝日・櫛引地区
　温海温泉　21旅館
　鼠ヶ関　5旅館

本　郷

鼠ヶ関

温海温泉

〇温海温泉の学童疎開
昭和19年8月から、1391人の
多くを迎え入れました。
元疎開児童たちの感謝の気
持ちをこめた記念碑が建てら
れています。
「江戸川区の学童疎開」

〇本郷に再疎開
昭和20年7月には、鶴岡市街も、
空襲の危険が迫ってきました。
江戸川区の児童137人が、本郷
に再疎開しました。
「鶴岡市史　中巻」

上田沢

八森山

〇市立図書館の図書の疎開
昭和20年8月、空襲に備えて
鶴岡市立図書館の約2200冊
が民家に疎開されました。
「鶴岡市史　中巻」

〇満州開拓団と鶴岡
満州開拓の国策を受けて、斎村・山添村・
黄金村の３カ村合わせて200戸の「満州櫛
引郷」の建設を計画。
当時斎村長で歌人の上野甚作氏が団長を
引き受け、昭和18年3月渡満。
上野氏は昭和20年8月13日、ソ連軍侵攻
の銃弾によって亡くなりました。

〇鼠ヶ関の学童疎開
昭和20年4月から、310人の
疎開児童を迎えました。
時々地元の小学校で授業を
しましたが、旅館の座敷で授
業をする方が多かったそうで
す。「温海町史」

〇塩作り
昭和20年には、沿岸部の各地
で塩田が作られ、製塩が行わ
れました。
国民学校の生徒も、勤労奉仕
で作業に当たりました。
「温海町史」「陽に輝いて」
「蓬莱学校の百年」

〇防空監視哨
防空体制の強化のため、昭和14年に
井岡塔の腰地区の丘の上に、昭和16
年には本郷の「かたねこ山」に、昭和
18年には八森山に防空監視哨が設置
されました。「新編庄内史年表」

「かたねこ山」
塩　田

塩　田

鶴岡市の児童の学童疎開
昭和20年7月、空襲の危険
が予想される中で、朝暘第
一小学校の児童167人が、
櫛引地区の黒川と山添に
集団疎開をしました。
「鶴岡市史　中巻」

満州に新しい庄内・鶴岡郷を作る夢を描いて
出発した開拓団には、｢櫛引郷開拓団(錦星
庄内櫛引郷開拓団)｣以外にも
「三股流庄内郷開拓団」
「北五道崗山形郷開拓団」
「楊栄囲子庄内郷開拓団」
「王福崗庄内郷開拓団」
「馬太屯庄内郷開拓団」
「東村開拓団」
「大和庄内郷開拓団」
そして満蒙開拓青少年義勇軍の少年たちが
います。
また「城子河開拓団」「永安屯開拓団」「朝陽
屯開拓団」「六道河開拓団」などにも庄内の
人が多く参加しました。

終戦前後から始まる悲惨な逃避行と収容所
生活、シベリア抑留などの中で、山形県だけ
でも7000人を越える人が､命を落としました。
「山形県史別編４」

国土地理院

かんししょう

再疎開　本郷　2旅館　1寺院　1民家
「鶴岡市史　中巻」「温海町史」
「江戸川区の学童疎開」


